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ることが必要である．後輩は依存的に先輩の指示
を受け行動をするだけではいけない．自分が持つ
知識を活用し判断し，先輩看護師に言葉にして伝
える努力が必要となる．力の差があるのは事実で
あっても，一緒に働くものとして対等関係を築い
ていくことが大切になってくる．グループワーク
を通して「対等」について，相手を尊重すること，
経験年数の違いによる序列関係がないこと，自ら
考えて行動することが必要であると共通の理解が
できた．各々が看護のプロフェッショナルとして
自ら考え，行動することが求められていることが
わかった．
　当病棟ではPNS導入時にパートナーシップマイ
ンドの共通理解が不十分であった．パートナー
シップマインドを理解する為に，スタッフ全員が
個別にDVD（日総研PNS導入・運営テキストパー
トナーシップマインド養成動画）を視聴したが，
今振り返るとただ見たに過ぎず，各々がどのよう
に感じ理解したかの話し合いをすることがなかっ
た．一年をかけ看護システムの変更をし，業務に
おいては問題なく行えるようになった．しかし
単純にシステムを変更するだけではPNSは成功し
ないと言われている．パートナーシップマインド
を共通理解する為に，病棟での問題点を明らかに
し，勉強会を行ったことはとても効果があった．
　意識変化の検証では，「病棟の雰囲気が変わっ
た」「自ら考え声かけするようになった」「対等を
意識して働いている」等の変化が表れている．勉
強会での学びが，どのように看護の現場に生かさ
れているのか明らかにすることができた．コミュ
ニケーションを密にし，相手に目をむける姿勢で
接することで対等な関係を築くことができた．互
いの良いところを認め，足りないところを補い合
い，より良い看護の提供ができるようになってき
た．
Ⅴ．おわりに
　パートナーシップマインドを理解し，病棟全体
で共通認識をもつことは非常に困難なことであ
り，時間の経過により意識が薄れるものである．
また，構成されるスタッフにより変化するもので
あり，パートナーシップの理解と定着の為には継
続した活動が必要である．
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